
令和５年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

山城中学校 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ３月

主体的に学習する態度の育成
大岡　麻世

校長　大畑 知　　教頭　岡村 美紀　　教務　藤本 敦士
３年主任　山本 真之　２年主任　大岡 麻世
１年主任　井上 陽子　国語担当　西岡 ひとみ
数学担当　藤本 敦士

大畑　知

企画委員会や学力向上推進委員会において随時取り組み状況の把握を行う。

次年度における改善事項

○落ち着きのある授業態度で，毎日の課
題にも真面目な取り組みが見られる。
●学習に苦手意識のある生徒や，基礎・基
本の定着が不十分な生徒がいる。

・基礎的・基本的な知識・技能を確実に身
に付けることができている。
・新たに身に付けた知識や技能を，既習事
項と結びつけ，他の学習場面にも活用する
ことができる。

・授業の最初に学習目標を明示し，授業の
最後には振り返りの時間を設定すること
で，本時の学習内容を明確にする。
・タブレット等を活用して，ドリル学習や小
テストを行い，学習内容の定着を図る。
・朝の読書の時間の充実や，図書室の利
用を推奨する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

次年度における改善事項

○話し合い活動に意欲的に取り組める生
徒が多い。
●自分の考えを，根拠を示しながら筋道立
てて説明することが苦手な生徒が多い。

・学習した内容や用語などを用いて，自分
の考えを表現することができる。
・授業の課題などに対して，話し合い活動
をとおして解決する方法を考えることがで
きる。

・学習活動の中で，自分の気持ちや考えを
伝え合う場面を積極的に設ける。
・デジタル教科書やタブレットを効果的に用
いて，思考整理や意見発表に活用する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

次年度における改善事項

○授業中，積極的に発表する生徒が多
い。
●家庭学習の習慣が身に付いていない生
徒や，学習時間が十分に確保できていな
い生徒がいる。

・積極的に自分の気持ちや考えを述べた
り，ペア学習やグループ学習において活発
に意見交換したりすることができる。
・自分に合った学習目標を立て，課題や自
主学習に根気よく取り組むことができる。

・授業では，学び合いや教え合いの場面を
積極的に取り入れる。また発展的に調べる
ことができるような課題を提示する。
・自分自身の家庭学習について振り返る機
会を設定する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

４月３月 ４月 ５月 ６月 ２月

令和５年度 学力向上ロードマップ
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